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小城市長所信表明

小城市長所信江里口秀次市長２期目の抱負江里口秀次市長２期目の抱負
 

今
後
の
市
政
運
営
の
考
え
方

　

今
期
は
総
合
計
画
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
策
定
し
た
各
計
画
に
沿
っ
て
、

１
期
４
年
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の

を
着
実
に
実
行
し
、
実
現
し
て
い
く

た
め
の
４
年
間
を
目
指
し
た
い
。

　

前
半
は
、
緊
急
経
済
対
策
に
主
眼

を
お
き
、
各
事
業
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
。
そ
の
後
、
快
適

で
安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
と
小
城

市
の
特
性
を
活
か
し
た
、
将
来
へ
の

活
性
化
と
人
材
育
成
に
繋
が
る
基
盤

づ
く
り
に
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

１
県
央
に
光
る
交
流
拠
点
の
ま
ち

（
１
）
定
住
促
進
に
つ
い
て

　

牛
津
地
区
市
営
住
宅
の
建
替
え
に

つ
い
て
は
、
現
在
入
居
さ
れ
て
い
る

方
々
の
ご
意
見
を
お
伺
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
再
度
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

雇
用
促
進
住
宅
は
、
雇
用
・
能
力
開

発
機
構
が
譲
渡
・
廃
止
計
画
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
た
め
、
当
面
は

そ
の
動
向
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

（
２
）
本
庁
方
式
へ
の
移
行

　

平
成　

年
度
を
目
標
に
進
め
て
い

２４

く
。
旧
庁
舎
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

民
間
で
の
利
活
用
が
な
い
場
合
は
、

処
分
も
含
め
て
検
討
を
行
う
が
、
現

在
の
総
合
窓
口
機
能
は
当
面
、
各
町

の
い
ず
れ
か
の
適
所
に
残
す
。

（
３
）
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス

　

市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
及
び
市

内
都
市
機
能
の
向
上
を
図
る
た
め
、

市
内
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
見

直
し
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た

実
証
実
験
を
行
い
、
小
城
市
ら
し
い

公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
図
っ
て
い

く
。

２
自
然
と
共
生
す
る 

快
適
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち

　

天
山
か
ら
有
明
海
ま
で
の
優
れ
た

自
然
や
貴
重
な
歴
史
・
文
化
を
有
す

る
ま
ち
と
し
て
、
環
境
対
策
に
重
点

を
お
く
ほ
か
、
防
災
対
策
と
危
機
管

理
対
策
の
充
実
に
努
め
る
。

（
１
）
全
国
水
サ
ミ
ッ
ト
へ
向
け
て

　

平
成　

年
５
月
の
開
催
時
期
を
前

２２

後
し
て
、
本
市
特
有
の
美
し
い
環
境

の
保
全
、
景
観
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
む
ほ
か
、
環
境
基
本
条
例
の

制
定
を
目
指
す
。

（
２
）
防
災
体
制
と

危
機
管
理
体
制
の
構
築

　

大
規
模
な
災
害
に
備
え
て
の
対
策

を
強
化
し
、
子
ど
も
達
の
防
犯
対
策

に
つ
い
て
は
、
防
犯
灯
の
設
置
や
地

域
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
青
色
パ

ト
ロ
ー
ル
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
危
機
対
策
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
た
予
防
対
策
や
被
害
拡
大

防
止
な
ど
の
危
機
管
理
体
制
を
整
え

て
い
く
。

３
健
康
日
本
一
を
め
ざ
す
ま
ち

　

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
、
住
み
慣

れ
た
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
保
健
、
福
祉
、
医

療
の
連
携
と
充
実
に
努
め
る
。

（
１
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
体

制
の
充
実
や
市
独
自
の
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
妊
婦
の
方
の
健
康
診
査
受
診

費
用
の
公
費
負
担
の
拡
充
及
び
不
妊

治
療
費
の
軽
減
を
図
る
。

（
２
）
食
育
推
進
計
画
の
策
定

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総
合
的
な

食
育
活
動
に
取
り
組
む
。
特
に
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
食
育
に
つ
い
て
は
、

全
国
に
誇
れ
る
安
全
で
美
味
し
い
市

　任期満了に伴う小城市長選挙は、３月１５日（日）の告示日におい
て現職の江里口市長が無投票で再選されました。
　今月号では、４月１０日から２期目の市政運営にあたる江里口市
長が、今後どのような市政運営をしていくのか、また、どのような
行政分野に重点を置いていきたいかについて、４月２７日（月）開催
の平成２１年第２回小城市議会臨時会で述べられた所信表明の概要
を紹介します。
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小城市長所信表明

江里口秀次市長２期目の抱負内
産
品
の
調
達
率
を
向
上
さ
せ
て
い

き
た
い
。

（
３
）
市
民
病
院
経
営
の
改
善

　

信
頼
さ
れ
安
心
で
き
る
地
域
の
基

幹
的
医
療
機
関
と
し
て
、
医
療
機
能

の
充
実
と
市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の

着
実
な
実
行
に
よ
る
経
営
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

４
子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
き 

歴
史
と
文
化
を
誇
れ
る
ま
ち

　

小
城
市
教
育
の
基
本
的
方
向
を
示

し
、
教
育
課
題
の
解
決
に
向
け
た
小

城
市
教
育
基
本
計
画
の
策
定
を
目
指

す
。
ま
た
、
教
育
環
境
や
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

（
１
）
教
育
環
境
の
充
実

　

よ
り
柔
軟
で
質
の
高
い
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
る
保
育
園

の
民
営
化
を
進
め
て
い
く
。
併
せ
て
、

就
学
前
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
や
相

談
体
制
の
整
備
充
実
を
図
る
。

（
２
）
生
涯
学
習
環
境
の
整
備

　

生
涯
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
習
機

会
の
提
供
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
生

涯
学
習
計
画
を
策
定
す
る
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
運

営
の
活
性
化
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

図
書
館
な
ど
の
開
館
時
間
の
見
直
し

や
社
会
教
育
施
設
等
の
利
用
予
約
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

５
交
流
と
連
携
に
よ
る 

質
の
高
い
元
気
産
業
の
ま
ち

（
１
）
雇
用
に
向
け
た
取
組
み

　

将
来
に
向
け
た
小
城
市
経
済
の
活

性
化
と
雇
用
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
即
戦
力
工
業
団
地
の
整
備
と
優

良
企
業
の
誘
致
な
ど
に
よ
る
新
規
雇

用
３
０
０
人
の
創
出
を
目
指
す
。

（
２
）
小
城
市
の
農
業

　

集
落
営
農
の
推
進
や
担
い
手
の
育

成
・
確
保
の
ほ
か
、
中
山
間
地
の
耕

作
放
棄
地
対
策
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
新
規
農
作
物
の
開
発
・
普

及
や
特
産
品
の
開
発
及
び
販
路
拡
充

に
よ
る
本
市
の
優
れ
た
農
林
水
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
く
。

（
３
）
積
極
的
な
観
光
戦
略

　

市
内
の
多
彩
で
多
面
的
な
資
源
を

活
か
す
観
光
基
盤
整
備
事
業
や
体
験

型
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
、
新
た
な
観

光
を
創
造
す
る
観
光
振
興
計
画
を
策

定
す
る
。

６
共
に
つ
く
る
新
し
い
ま
ち

　

今
後
の
市
政
運
営
と
地
域
力
再
生

に
よ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
お
互
い
を
対
等
に
認

め
合
う
男
女
共
同
参
画
の
推
進
と
市

民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

（
１
）ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な
ま
ち
づ
く
り

　

天
山
か
ら
有
明
海
ま
で
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
の
小
城
市

特
有
の
優
れ
た
資
源
を
活
か
す
こ
と

が
で
き
る
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
小
城
市

ソ
フ
ト
事
業
の
基
盤
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な
ま
ち
づ
く
り
で
、

新
し
い
小
城
市
の
魅
力
と
活
気
を
創

造
し
、
本
市
で
暮
ら
す
豊
か
さ
や
誇

り
を
感
じ
、
交
流
人
口
や
定
住
人
口

の
増
加
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

（
２
）
行
財
政
改
革
の
更
な
る
推
進

　

行
財
政
改
革
大
綱
や
改
革
プ
ラ
ン

の
改
定
及
び
定
員
適
正
化
計
画
を
見

直
し
、
組
織
・
機
構
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
、
効
率
的
な
行
政

運
営
と
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い

く
。

　

今
後
４
年
間
、
以
上
の
よ
う
な
市

政
運
営
に
取
り
組
み
、
総
合
計
画
の

将
来
像
で
あ
る
「
和
で
織
り
な
す
美

し
い
ま
ち
」、
市
民
の
皆
様
が
元
気

と
な
り
、
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
納

得
で
き
る
小
城
市
づ
く
り
を
市
民
の

皆
様
と
一
緒
に
目
指
し
て
ま
い
り
た

い
。
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魅
力
と
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る

　

小
城
の
中
心
市
街
地
再
生
に
向
け
た
動
き
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
ま
っ
て
い
ま
す
！

魅
力
と
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る

　

小
城
の
中
心
市
街
地
再
生
に
向
け
た
動
き
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

始
ま
っ
て
い
ま
す
！

和
で
織
り
な
す
味
わ
い
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

和
で
織
り
な
す
味
わ
い
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

市民の皆さんの手
で進化していく活
性化計画を目指し
ています！

市
民
説
明
会
を 

開
催
し
ま
し
た

　

４
月　

日
、
小
城
公
民
館
で
中

１５

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
案
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
経
過
報
告
や
、

計
画
案
の
概
要
を
説
明
し
、
質
疑

応
答
で
参
加
者
か
ら
、「
小
城
庁

舎
の
移
転
が
心
配
だ
」「
文
化
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
よ
う

な
市
民
会
館
・
博
物
館
の
整
備
を

し
て
欲
し
い
」「
小
城
藩
邸
復
元
に

よ
る
情
報
発
信
が
必
要
だ
と
思

う
」
な
ど
の
様
々
な
意
見
や
中
心

市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す

る
方
法
な
ど
、
多
く
の
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト 

を
実
施
し
ま
し
た

　

広
く
市
民
の
皆
様
か
ら
意
見
を

聴
取
し
、
中
心
市
街
地
に
対
す
る

意
識
等
を
把
握
す
る
た
め
、
平
成

　

年
４
月
１
日
か
ら
４
月　

日
ま

２１

２４

で
「
小
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
案
」
に
対
す
る
市
民
意

見
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
４
件
の
意
見
や
要
望
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
考

え
方
等
を
公
表
す
る
ほ
か
、
基
本

計
画
へ
の
反
映
又
は
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

 

内
閣
総
理
大
臣
へ
県
内
初
の

認
定
申
請
を
行
い
ま
し
た　

　
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
策
定
」
に
あ
た
っ
て
は
、
都

市
政
策
と
経
済
政
策
な
ど
を
総
合

的
に
調
整
し
た
上
で
、
内
閣
総
理

大
臣
が
計
画
を
認
定
す
る
制
度
が

創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
る
と
、
様
々
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

小
城
市
は
、
平
成　

年
か
ら
中

１９

心
市
街
地
活
性
法
に
基
づ
く
計
画

策
定
に
着
手
し
、
認
定
に
向
け
て

調
整
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
末
か
ら
は
内
閣
府
を
中
心

に
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

関
係
省
地
方
局
、
佐
賀
県
及
び
関

係
機
関
等
と
協
議
・
調
整
を
重
ね
、

国
の
中
央
省
庁
協
議
を
経
て
、
５

月　

日
、
小
城
市
中
心
市
街
地
活

２１
性
化
基
本
計
画
を
内
閣
府
へ
認
定

申
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
審
査
が
行
わ
れ
、
３
ヶ
月

以
内
に
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
認
定
状
況
は
、
今
年
の

３
月　

日
（
第
９
次
）
ま
で　

市

２７

７５

（　

地
域
）が
認
定
を
さ
れ
て
い
ま

７７す
。

　

本
市
計
画
が
認
定
を
受
け
れ
ば

佐
賀
県
第
１
号
の
総
理
大
臣
認
定

市
（
地
域
）
と
な
り
ま
す
。

小
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化 

基
本
計
画
の
目
指
す
も
の

　

今
後
の
人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
対
応

し
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子

ど
も
達
を
含
め
誰
も
が
歩
い
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
人
に
優
し
い

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

　

更
に
、
ま
ち
な
か
に
蓄
積
さ
れ

た
有
形
無
形
の
歴
史
・
文
化
資
産

及
び
様
々
な
施
設
な
ど
を
有
効
に

保
全
・
活
用
し
、
地
域
経
済
の
建

て
直
し
と
市
民
が
誇
り
と
愛
着
を

持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
へ
転
換
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

計
画
推
進
体
制
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま
す

　

計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

中
心
市
街
地
活
性
化
に
資
す
る
事

業
の
実
施
体
制
を
整
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
体
制
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
や
商
業
系
・
市

街
地
整
備
系
事
業
を
実
施
し
て
い

く
第
３
セ
ク
タ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

会
社
と
し
て
㈱
ま
ち
づ
く
り
小
城

（
左
ペ
ー
ジ
）が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
に
関
係
す
る

多
く
の
組
織
・
団
体
及
び
市
民
の

皆
さ
ん
が
参
画
す
る
組
織
と
し
て

中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
設

立
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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　まちなか再生プロジェクト始動！

ま
ち
づ
く
り
の
牽
引
役

株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り

小
城
が
創
立
！

　

４
月　

日
、
ま
ち
づ
く
り
小

２８

城
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
（
株
）
ま
ち
づ
く
り
小
城
は
、

市
と
商
工
会
議
所
の
ほ
か
に
商

工
業
者
ら　

名
が
出
資
す
る
第

８０

３
セ
ク
タ
ー
の
会
社
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

改
正
中
心
市
街
地
活
性
法
を

活
用
し
、
ま
ち
な
か
再
生
を
目

指
す
県
内
初
の
試
み
で
、
観
光

ま
ち
づ
く
り
・
商
業
系
賑
わ
い

創
出
事
業
な
ど
を
進
め
る
受
け

皿
と
し
て
、
今
後
の
事
業
展
開

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

　
（
小
城
庁
舎
南
別
館
）

　

担
当　

江
頭

　

☎　

−

８
８
３
５

７３

行政

商工会議所等
まちづくり会社・
中心市街地整備
推進機構

中心市街地活性化協議会

地権者 商業者 市　民 ＮＰＯ

民間
企業

交通
事業者 その他

まちづくりの推進体制

（株）まちづくり小城
（活性化に資する

個別事業の実施）
計画に位置付ける商業系及び市
街地整備系事業の実施により中
心市街地の活性化を図ります。

小城商工会議所
（商業活性化の牽引）
地域の経済活力の向上を目指
し、商業の活性化を推進します。

小
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化
の
方
針
及
び
目
標

基
本
方
針

Ⅰ
人
が
輝
き
、
活
き
活
き
と
活
動
す
る

　
　
　
　
「
小
城
ら
し
い
」
賑
わ
い
づ
く
り

Ⅱ
地
域
資
源
に
彩
ら
れ
た
味
わ
い
深
い

　
　
　
　
　
「
小
城
ら
し
い
」
魅
力
づ
く
り

活
性
化
の
目
標

①「
城
下
町
や
羊
羹
な

ど
地
域
の
特
徴
を
活

か
し
た
交
流
人
口
の

拡
大
」
を
図
る

中
心
市
街
地
の
歩
行
者
・

自
転
車
通
行
量

⬇⬇

② 「
魅
力
的
で
暮
ら
し

や
す
い
都
市
・
商
業

機
能
の
充
実
」
を
図

る

中
心
市
街
地
の
年
間
小

売
販
売
額

⬇

数
値
目
標

賑わいのバロメータ・通行量

計画を実行した場合の
Ｈ26目標数値
1,880人 / 日

現状のままで推移した場合のＨ26推計数値
1,014人 / 日

⬇

活力のバロメータ・小売販売額

　

右
図
の
よ
う
に
、
活
性
化
の
目

標
に
対
し
て
、
成
果
を
測
る
た
め

に
、
具
体
的
な
目
標
を
決
め
て
い

ま
す
。

　

活
性
化
の
数
値
目
標
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

計画を実行した場合の
Ｈ26目標数値
24億7千万円/年

現状のままで推移した場合のＨ26推計数値
19億2千万円/年

⬇

中心市街地活性化協議会
（調整役）

２月１２日に中心市街地活性化協議会準
備委員会が設置されています。多様な
関係者の調整を図り、取組みの実効性を
確保し、多様な主体の合意形成の協議の
場として機能するよう動きます。

小城市（コンパクトな
まちづくりの政策展開）

都市機能の適正立地と中心市街地への
集中投資を図るとともに、民間投資を後
押しする仕組みを構築します。

官民協働の計画推進体制
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エ
コ
ス
タ
イ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

　

室
温
の
適
正
管
理
（
夏
季　

℃
冬
季　

28

20

℃
）
の
徹
底
と
衣
類
の
調
整
を
あ
わ
せ
て

行
う
エ
コ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
推
進

　

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
取
り
組
み
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
特
に
６
月
と　

月
は

12

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
強
化
月
間
で
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
の
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
ず
は
や
っ
て
み
ま
し
ょ

ま
ず
は
や
っ
て
み
ま
し
ょ
うう　
！！！！

　
「
環
境
問
題
」
と
い
っ
て
も
、
ま
ず
は
身

近
な
こ
と
か
ら
行
動
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

小
さ
な
一
歩
で
も
持
続
す
る
こ
と
で
大

き
な
結
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

環
境
月
間
を
ス
タ
ー
ト
に
小
城
市
の
環

境
に
つ
い
て
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
！

【
問
合
せ
】　

環
境
課　

環
境
係

　
（
小
城
庁
舎
）
担
当　

山
口
・
松
本

　

☎　

−

８
８
０
３

７３

エ
コ
し
て
お
得
！！

マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

佐
賀
県
マ
イ
バ
ッ
ク
・
ノ
ー
レ
ジ
袋
推

進
店
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
お
店

で
は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
者
、
レ
ジ
袋
辞

退
者
に
ポ
イ
ン
ト
還
元
な
ど
の
特
典
、

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
マ
イ

バ
ッ
ク
を
持
っ
て
買
い
物
に
行
き
ま
し
ょ

う
！

ま
ず
は
普
段
の
心
が
け
！

3
Ｒ
活
動

ス
リ
ー
ア
ー
ル

　

３
Ｒ
と
は
、
ご
み
の
減
量
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
目
指
す
、
頭
文
字
が
Ｒ
の
３
つ

の
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の　

地
球

私
た
ち
の　

小
城
市

未
来
に
つ
な
げ
る

環
境
月
間
６
月

　

現
在
、
地
球
温
暖
化
現
象
に
伴

い
、
気
温
の
上
昇
や
大
雨
や
台
風

と
い
っ
た
異
常
気
象
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
原
因
に
環
境
問
題
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
身
近
に
迫
る
環

境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

Recycle〔リサイクル〕Recycle〔リサイクル〕

再び資源として
利用しよう！

古紙・びん・スチール缶・
アルミ缶など分別しよう！

Reuse〔リユース〕Reuse〔リユース〕

繰り返し使おう！
詰め替えが出来るものを
選ぶようにしましょう！

Reduce〔リデュース〕Reduce〔リデュース〕

ごみを減らそう！
「過剰包装をしない」「必
要な分だけを買う」など。

このステッカーが目印です！小城市内の加盟店
宮島商店（小城町）

横町ストアー（小城町）

スーパーモリナガ小城店（小城町）

エブリワン小城高校前店（小城町）

マックスバリュ三日月店（三日月町）

ホームワイド三日月店（三日月町）
（平成21年５月現在）
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　６月から７月にかけては短時間のうちに狭い地域に集中して雨が降る「集中豪雨」が起こりやすい時期です。
　まもなく梅雨の時期を迎え、雨が降り続くと地盤が緩み、がけ崩れや地すべりなどの災害が起こりやすくな
ります。
　しかし、災害発生の予測は比較的困難です。日ごろから地域を知り、早めに避難をしましょう。
　また、家族で避難所の確認や安全な避難経路の確保などを行い、いざというときに備えましょう。

  土砂災害

  小城市指定避難所（以下の施設は自主避難所としても指定されています）

みんなで防ごう！土砂災害みんなで防ごう！土砂災害みんなで防ごう！土砂災害
６月１日（月）～３０日（火）は土砂災害防止月間です！

連絡先場　所名　称

７３－７１１７小城町畑田７５０番地小城保健福祉センター（桜楽館）

７３－９２７０三日月町長神田２３１２番地３三日月保健福祉センター（ゆめりあ）

６３－８８１０牛津町柿樋瀬１１００番地１議会棟（牛津庁舎横）

６６－５５６６芦刈町三王崎１５２２番地芦刈保健福祉センター（ひまわり）

【問合せ】総務課（牛津庁舎）☎６３－８８１８

【問合せ】建設課（芦刈庁舎）☎６３－８８２５



各課からのお知らせ

8

保
育
所
民
営
化
に
つ
い
て 

お
知
ら
せ

　

小
城
市
で
は
、
小
城
市
重
点
実

施
計
画
に
基
づ
き
保
育
所
の
民
営

化
推
進
の
た
め
、
公
立
保
育
所
の

民
営
化
は
「
民
間
で
で
き
る
こ
と

は
民
間
で
」
と
い
う
考
え
に
沿
っ

て
公
私
の
役
割
分
担
を
さ
ら
に
進

め
、
民
間
の
力
を
借
り
な
が
ら
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
た
め
に
保
育
所
民
営
化
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
平

成　

年
度
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い

２３
る
牛
津
保
育
所
（
Ｓ　

建
築
）
を

４５

民
営
化
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
に
先
だ
ち
、
今
年
２
月
か

ら
民
営
化
が
決
ま
っ
た
経
緯
や
公

立
保
育
所
と
民
間
保
育
所
の
違
い

に
つ
い
て
各
保
育
所
の
保
護
者
説

明
会
（
６
回
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
引
き
続
き
、
４
月　

日
２２

に
は
平
成　

年
度
か
ら
民
営
化
予

２３

定
の
「
牛
津
保
育
所
民
営
化
説
明

会
」
を
行
い
ま
し
た
。　

人
の
保

１８

護
者
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
ご
説
明
し
ま

し
た
。
今
後
も
説
明
会
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
保
育
園

の
民
営
化
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
一

時
保
育
な
ど
の
特
別
保
育
事
業

サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
ほ
か
、
市

全
体
の
子
育
て
支
援
施
策
を
充
実

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
市
に
と
っ
て
は
、

保
育
園
の
施
設
運
営
に
係
る
費
用

の
負
担
軽
減
が
見
込
ま
れ
、
節
約

し
た
資
金
の
一
部
を
子
育
て
支
援

施
策
な
ど
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
反
面
、
民
営
化
は
保
育
士

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者

や
子
ど
も
た
ち
が
戸
惑
う
可
能
性

や
、
利
益
追
求
の
経
営
に
な
り
が

ち
で
子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た
運
営

が
難
し
く
な
る
と
い
う
見
方
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
料
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
押
し
付
け
ら
れ
、
保
護
者
の
負

担
が
増
す
よ
う
な
状
況
に
な
り
か

ね
な
い
と
い
う
ご
意
見
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
保
護
者
や
市
民
の
皆

様
の
疑
問
や
民
営
化
に
対
す
る
ご

要
望
に
も
耳
を
傾
け
、
今
後
選
定

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
作
成
す
る

民
間
事
業
者
の
募
集
要
項
、
選
定

基
準
に
反
映
さ
せ
て
い
く
考
え
で

す
。
要
項
に
基
づ
き
公
募
を
行
い
、

応
募
し
て
き
た
中
か
ら
適
当
と
思

わ
れ
る
事
業
者
を
決
定
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
保
育
園
民
営
化
に
関

す
る
情
報
公
開
は
、
市
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

公
立
・
私
立
保
育
所
と
の
比
較

【
問
合
せ
】　

こ
ど
も
課　

　

保
育
幼
稚
園
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

楠
田

　

☎　

−

８
８
２
１ 

７３

子
育
て
応
援
特
別
手
当 

の
申
請
受
付
中
で
す
！

【
対
象
と
な
る
子
ど
も
】

　

平
成　

年
４
月
２
日
～
平
成　

１４

１７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
第
２
子

以
降
の
子
ど
も

※
第
２
子
の
判
定
は
、　

歳
以
下

１８

の
子
ど
も
（
平
成
２
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
）
の
中

か
ら
年
齢
順
に
数
え
て
い
き
ま
す
。

【
支
給
先
】

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主
で
、
平
成　

年
２

２１

月
１
日
（
基
準
日
）
現
在
、
小
城

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
方
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
申
請
書

②
印
鑑

③
公
的
身
分
証
明
書

④
振
込
先
口
座
の
通
帳
ま
た
は

　

通
帳
の
写
し

※
代
理
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、

世
帯
主
か
ら
の
委
任
欄
の
記
入
・

押
印
が
必
要
で
す
。

【
申
請
の
手
続
き
】

　

郵
送
ま
た
は
、
各
庁
舎
の
定
額

給
付
金
受
付
コ
ー
ナ
ー
（
小
城
庁

舎
は
こ
ど
も
課
）
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
受
付
時
間

　

平
日
８
時　

分
～　

時　

分

３０

１７

１５

【
申
請
期
限
】

　

平
成　

年　

月
６
日
（
火
）

２１

１０

　
（
郵
送
の
場
合
消
印
有
効
）

※
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
な

か
っ
た
場
合
は
、
辞
退
さ
れ
た

も
の
と
み
な
し
ま
す
。

【
お
願
い
と
お
知
ら
せ
】

　

申
請
書
は
４
月
上
旬
に
対
象
と

な
る
世
帯
に
郵
送
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
、
ま
た
詳

し
い
こ
と
は
こ
ど
も
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　

こ
ど
も
課

　

子
育
て
支
援
係
（
小
城
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
２
１

７３
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に 

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特

別
手
当
の
支
給
で
、
市
が
Ａ
T
M

（
現
金
自
動
預
払
機
）の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
や
、
手
数
料
な
ど

の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
消
費
生
活
専
門
相
談

員
に
よ
る
相
談
を
受
付
け
て
い
ま

す
。

相
談
専
用
電
話
☎　

−

５
６
６
７

７２

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　

時
～　

時
ま
で

１０

１６

私立保育所公立保育所項　　目

公立と同じ児童福祉法により最低基準が定
められている施設の基準・クラスの定員

国・県・市で負担基本的に全額市負担運営費
公立と同じ市の規則により決定、徴収保育料
公立と同じ国の保育指針に沿った保育保育内容
公立と同じ各保育所での調理給食
公立と同じ市（こども課）で受付入園手続き
１５９施設（市内３施設）５９施設（市内５施設）県内保育所数（Ｈ２１．１）
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児童手当の現況届をお忘れなく！！
　現在、児童手当を受給されている方は、６月中に『現況届』の提出が必要です。この届は平成２１年６月１日
時点における児童の養育状況や平成２０年中の所得などを確認するための大切な手続きです。受付期間中に提出
がない場合は、児童手当法第１１条に基づき６月以降の手当が差し止めになります。なお、現況届の通知は６月
初旬に受給者に発送します。

手続きに必要なもの
①現況届（６月初旬発送）
②印　鑑（朱肉を使うもの）
③受給者の健康保険証または年金加入証明書どちらか一方で可　（国民年金の方は不要）画 臥蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊蚊
④平成２１年度（２０年分）児童手当用所得証明書（平成２１年１月１日現在、小城市に住民登録がなかった方は、
１月１日現在の住所地の市区町村役場から交付を受けて来てください）
⑤養育している児童と別居されている場合は､別居している児童の属する世帯全員の住民票謄本。
　
◆受付期間　６月８日（月）～６月３０日（火）　※土日を除く
◆受付時間　９時～１７時
◆受付場所　小城市役所（各庁舎）

※受付日を庁舎ごとに分けておりますが、こども課（小城庁舎）でも随時受け付けます。また、６月２４日
（水）、２５日（木）は小城庁舎にて２０時まで受け付けます。

児童手当の６月の支払日は１５日（月）です！！

【問合せ】 こども課 子育て支援係（小城庁舎） 担当　水田　☎７３－８８２１

受    付    場　所受    付    日

小城庁舎（１階ロビー）６月８日（月）～６月１０日（水）

三日月庁舎（１階北フロア）６月１１日（木）～６月１５日（月）

芦刈庁舎（１階ロビー）６月１６日（火）～６月１７日（水）

牛津庁舎（１階ロビー）６月１８日（木）～６月１９日（金）

小城庁舎（２階こども課）６月２２日（月）～６月３０日（火）

平成２１年度 

実施日：６月１４日（日）
　小城の豊かな自然の中で、子ども達が歴史と
伝統を受け継ぎ、優しくたくましく生きる力を
育むため、小城市民が教育についての思いを共
有し、認識を深め、市民こぞって教育の充実と
発展に取り組むことをねらいとして、この日を
設定しています。
　この日は、市内の小学校・中学校すべてにお
いて、自由に参観できます。
　詳しい内容については、直接学校へお問い合
わせください。

公開時間学校名
８：１５～１５：２０桜 岡 小
８：１５～１５：１５三 里 小
８：３５～１５：３５晴 田 小
８：４０～１２：２０岩 松 小
８：４０～１５：１５三日月小
８：１５～１２：２０牛 津 小
８：１５～１６：００砥 川 小
８：１５～１６：００芦 刈 小

小学校

公開時間学校名
８：１５～１６：４０小 城 中
８：１５～１６：１０三日月中
８：１０～１６：１０牛 津 中
８：１０～１６：１０芦 刈 中

中学校

【問合せ】学校教育課　指導係（小城庁舎）　担当　原口　☎７３－８８０７

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」
」」」」」」」」」のののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

特例給付
（厚生年金・共
済年金加入者）

児童手当
（国民年金加入
者など）

扶養親族
などの数

５３２万円４６０万円０人
５７０万円４９８万円１人
６０８万円５３６万円２人
６４６万円５７４万円３人
６８４万円６１２万円４人
７２２万円６５０万円５人

平成２１年度（平成２０年中）所得制限限度額表
※金額は年収ではなく所得額（控除後）です｡
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　社会保険庁は、４月から国民年金・厚生年金加入者に、「ねんきん定期便」の送付を始めました。
　これは、すべての加入者に対し、「保険料納付実績」や「年金額の見込み」など、年金に関する情報を分かり
やすくお知らせすることを目的として、毎年誕生月に送付されます。

　定期便の通知内容

※オレンジ色の封筒で送られてきた方は、年金記録にもれや誤りがある可能性のある方です。
　特に慎重に内容を確認してください。それ以外の方には、水色の封筒で送られてきますので、毎年誕生月に
　は確認するようにしましょう。

※年金記録に「もれ」や「誤り」があった場合には、同封されている回答票でご回答ください。
　ただし、送られる種類によっては必ず回答が必要な場合（水色の回答票が同封されていた場合）があります
　のでお気をつけください。

【問合せ】国保年金課　国保年金係（小城庁舎）　担当　円城寺　☎７３－８８０２

平成21年
４月から

「ねんきん定期便」の発送がスタート
～誕生日には年金のチェックを！～

①年金加入期間　（加入月数、納付済月数など）

②年金見込額　　５０歳未満の方…加入実績に応じた年金見込額
　　　　　　　　５０歳以上の方…「ねんきん定期便」作成時点の加入制度に引き続き加入した場合の将
　　　　　　　　　　　　　　　来の年金見込額

③保険料の納付額　　加入者負担分累計

④年金加入履歴　　加入制度、事業所名、加入者資格取得・喪失年月日など

⑤厚生年金のすべての期間の月毎の標準報酬月額、賞与額、保険料納付額

⑥国民年金のすべての期間の月毎の保険料納付状況（納付、未納、免除などの別）

ねんきん定期便専用ダイヤル　☎２５７０−０５８−５５５
○受付時間　月～金曜日　９時～２０時まで
　　　　　　第２土曜日　９時～１７時まで

　　　　　　　　　（祝日・１２月２９日～１月３日を除く）
※一部のＩＰ電話・ＰＨＳからのダイヤル先「０３－６７００－１１４４」

司法書士は、あなたの身近な法務アドバイザーです。

佐賀県小城市小城町２７８番地３
☎0952－72－5518江原司法書士事務所

　司法書士は、多重債務の整理、簡易裁判所の訴訟代理、不動産・会社の登記、成年後見制度・任意後見制
度、裁判所へ提出する書類の作成、民事トラブルの法律相談など、あなたの身近な相談相手としてお役にた
ちます。お気軽にご相談ください。
　ご予約いただければ（土）（日）もご相談をお受けします。

有
料
広
告
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　計量法第１９条の規定により「取引又は証明」を目的に計量器を使用している方は、定期検査を受けることを
義務付けられています。（ただし新規購入から３年間は免除されます）
　対象の計量器（表１）を所有されている方は、Ａ・Ｂいずれかの検査を受検してください。

表1　＜対象計量器＞

Ａ．集合検査
　所有者が計量器を持参して受ける検査です。予約無しで受検できます。

Ｂ．所在場所検査
　計量器の設置場所で行う検査です。佐賀県計量協会（☎３１－１４１１）に事前申請が必要です。

定期検査手数料

※計量器や検査方法によっては、別途費用がかかる場合があります。詳しくは佐賀県計量協会へ問合せください。

【問合せ】佐賀県計量協会　　　　　　　　　　　　　　　　　☎３１－１４１１　　　　　
商工観光課（小城庁舎　南別館）担当　山口・江頭　☎７３－８８１３ 

計量器定期検査を実施します計量器定期検査を実施します

商店・露店・行商当で商品の売買に使用する質量計
農業・漁業などに従事するものが、農産物・水産物等の売買・出荷のために使用する質量計
商店・工場などの原材料の搬入（学校・病院等への食材の搬入）、製品の販売・出荷のために使用する質量計
病院・薬局などで使用している調剤用の質量計
病院・学校・保育所・幼稚園などで使用している身体検査用の体重計
運送業者などが貨物運賃の算出等に使用する質量計
公共機関への報告又は統計の公表などを目的として行う計量に使用する質量計

時間検査場所実施日検査可能計量器

午前１０時～　正午　
午後１時～午後３時

小城公民館６月２９日（月）

計量器のひょう量が250kg
以下のもの（光電式は除く）

牛津庁舎　（東側車庫）６月３０日（火）

三日月庁舎（北側車庫）７月１日（水）

芦刈庁舎　（西側車庫）７月２日（木）

実施日検査可能計量器

７月７日（火）～７月１３日（月）
大型（ひょう量が2tを越えるもの）

小型（ひょう量が2t以下のもの又は数が多いもの）

７月２２日（水）～８月５日（水）光電式（ひょう量が250g以下の集合検査を受検できないもの）

定期検査手数料ひょう量定期検査手数料ひょう量定期検査手数料ひょう量

１９，４００円３０ｔ以下４，１００円２ｔ以下１，５００円１００kg以下

２１，８００円４０ｔ以下７，１００円５ｔ以下１，９００円２５０kg以下

３０，０００円５０ｔ以下１１，０００円１０ｔ以下２，３００円５００kg以下

５１，４００円５０ｔを超過１５，９００円２０ｔ以下３，２００円１ｔ以下
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指定後の規制について　　
　５月５日号、５月２０日号に引き続き、三日月地域（県道松尾佐賀停車場線以南の全域）と芦刈地域（全域）
が、準都市計画区域として指定された後に受ける建築基準法による規制についてお知らせします。
　今回は、「建ぺい率、容積率、高さ制限」について説明します。

【容積率、建ぺい率制限（建築基準法第５２条、第５３条）】
　容積率、建ぺい率の制限とは、日照、通風、採光などの環境を確保するため、一定の空地を確保して、建築
物の密度を制限するものです。

●建ぺい率：建築物の建築面積（建築物の水平投影面積、ほぼ１階の床面積と同じ）を敷地面積で割ったもの
です。

　　　　　　小城市の準都市計画区域では、建ぺい率の制限は以下のとおりとなります。

● 容 積 率：建築物の 延 べ面積（各階の床面積の合計）を敷地面積で割ったものです。
の

　　　　　　小城市の準都市計画区域では、容積率の制限は以下のとおりとなります。

70%三日月町久米字甘木２本１、字甘木２本２、字甘木２本８、字甘木２本９の準都
市計画区域（小城駅の北側）

60%上記以外の準都市計画区域

100%九州横断自動車道（高速道路）より北の準都市計画区域
200%上記以外（高速道路より南）の準都市計画区域

敷地面積（Ａ）　10m×10m＝100㎡
建築面積（Ｓ）　７m×７m＝49㎡
１階床面積（S1）　　49㎡
２階床面積（S2）　　49㎡
延べ面積（S1＋S2）　49㎡＋49㎡＝98㎡

（例）一戸建て住宅（２階建て）の場合

建ぺい率＝ 建築面積（Ｓ）敷地面積（Ａ）

49
100＝        ＝49％　≦　60％

※60％以内のため建築ができます。

容 積 率＝延べ面積（Ｓ１＋Ｓ２）敷地面積（Ａ）

98
100＝        ＝98％　≦　200％

※200％以内のため建築ができます。

一戸建て住宅
（2階建て）

Ａ：敷地面積

S2：２階床面積

S1：１階床面積

（S：建築物の投影面積）

0.5m 2.5m7m

10m

0.
5m

2.
5m

7m

10
m
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７月１日～　準都市計画区域の　
【高さ制限（建築基準法第５６条）】
　建築物の高さを制限することにより、道路そのものの採光、通風の確保を図るほか、建築物自体の日照・採
光・通風を確保するためのものです。

●道路斜線制限
　前面道路の幅員、さらには緩和措置により道路境界線から建物を後退して建てる距離により、道路から一
定の範囲内で建築物の各部分の高さを制限するものです。図１のように、道路境界線から、Ｂだけ後退して
建築物を建てる場合、その後退した距離Ｂだけ前面道路の反対側の境界線が、向かい側に移動したものとし
て、道路境界線を適用します。

● 隣  地 斜線制限
りん ち

　隣地境界線からの水平距離による建築物の高さの制限で、用途地域の指定のない区域内の建築物は高さ２０
ｍを超える部分について、一定の斜線制限により建築物の各部分の高さを制限するものです。（図２）

図１：道路斜線制限 図２：隣地斜線制限

勾配1.5 で
建築可能な範囲

Ａ：前面道路幅員
Ｂ：後退距離
Ｈ：Ｙ上の勾配1.5 の高さ

道路境界線△ △後退壁面線Ｙ △隣地境界線

Ａ BB

H

建築物

20m

1 1

1.5 1.25

建築物

高さ20m勾配 1.25 で
建築可能な範囲

【問合せ】《市の窓口》　　　　　　　　　　　　　　　建設課　まちづくり推進係（芦刈庁舎）☎６３－８８２５
　　　　　《準都市計画区域の指定・開発許可関係》　　県　まちづくり推進課　計画担当　　　☎２５－７１５９
　　　　　《建築基準法（建ぺい率、容積率等）関係》　県　建築住宅課　建築指導担当　　　　☎２５－７１６５
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歳
以
上
の
方
の
年
金
所
得
に

６５
か
か
わ
る
、
住
民
税
の
納
付
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
年
金
◆

　

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和　
３０

年
以
前
の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
、

退
職
年
金
な
ど
か
ら
引
き
落
と
し

に
な
り
ま
す
。

※
障
害
者
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど

の
非
課
税
の
年
金
か
ら
は
、
引

き
落
と
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
対
象
者
◆

　

当
該
年
度
の
４
月
１
日
現
在　
６５

歳
以
上
の
年
金
受
給
者
で
、
前
年

中
の
年
金
所
得
に
か
か
わ
る
住
民

税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
。

　

対
象
者
に
は
、
６
月
中
旬
頃
ま

で
に
「
納
税
通
知
書
」
を
お
送
り

し
ま
す
。

◆
引
き
落
と
し
さ
れ
る
金
額
は
◆

　

引
き
落
と
し
さ
れ
る
の
は
、
年

金
所
得
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
住

民
税
額
の
み
で
す
。
給
与
所
得
や

事
業
所
得
な
ど
の
金
額
か
ら
計
算

し
た
住
民
税
額
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
給
与
か
ら
の
引
き
落
と
し
、

ま
た
は
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
引
き
落
と
し
が

中
止
に
な
る
場
合
は
◆

　

市
外
へ
転
出
、
住
民
税
額
の
変

更
、
年
金
の
支
給
停
止
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
は
、
引
き
落
と
し
が

中
止
に
な
り
、
引
き
落
と
し
さ
れ

た
税
額
を
除
い
た
額
が
全
て
普
通

徴
収
（
納
付
書
で
納
付
）
に
切
り

替
わ
り
ま
す
。
な
お
、
翌
年
度
に

つ
い
て
は
、
翌
年　

月
か
ら
年
金

１０

か
ら
の
天
引
き
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

ご
注
意　
！！

 

こ
の
制
度
変
更
は
、
徴
収

方
法
だ
け
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

 

年
間
の
税
額
計
算
方
法
は

今
ま
で
と
同
じ
で
す
。

！！

【
問
合
せ
】　

税
務
課　

　

課
税
係
（
小
城
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
０
１

７３

平
成
21
年
10
月
よ
り

住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し

　
　
　
（
特
別
徴
収
制
度
）
が
始
ま
り
ま
す

ご確認
ください！

２月１２月１０月８月６月月

年税額の1/6ずつ年税額の
1/4ずつ税額

年金からの引き落とし
（特別徴収）

現金納付又は
口座振替
（普通徴収）

納税
方法

２月１２月１０月８月６月4月月

年税額から
４・６・８月を
差し引いた
残りの1/3ずつ

前年度の２月と
同じ額税額

年金からの
引き落とし

（特別徴収・本徴収）

年金からの
引き落とし

（特別徴収・仮徴収）
納税
方法

◆
納
付
方
法
と
時
期
◆

平
成　

年
度
の
み

２１

平
成　

年
度
以
降

２２
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「男女がともに認めあい、支えあい　　　　
　　　希望あふれる小城市」を目指して…
～６月23日～29日は男女共同参画週間です～ 『共同参画　新たな社会の　パスワード』

（平成21年度　週間標語）

男女共同参画

あなたの意見を市政に！
「小城市女性人材バンク」
への登録者を募集中です。

「女性人材バンク」とは？
　市の施策決定の場に女性の声を反映させるた
め、各種審議委員会などの委員を選考する際に、
女性委員の候補者として推薦させていただきま
す。

【要件】
・市内在住または在勤する満20歳以上の女性
・審議会等の委員として活動意欲のある女性

【登録方法】
　企画課に設置している申込書に必要事項を記
入し、企画課へ提出してください。
（申込書は市HPからもダウンロードできます）
※登録していただいた個人情報については、「女
性人材バンク」のみに使用し、他の目的に使用
することはありません。

「男女共同参画推進事業補助金」

【補助対象事業】
（１）男女参画社会の形成を目的としたリーダー育成事業
　①男女共同参に画関する研修会
　②団体が個人のスキルアップを目的として実施する研修会
（２）男女共同参画社会の形成のために有効な事業
　①研修会・講演会などの啓発事業
　（テーマ：DV・ワーク・ライフ・バランスなど）
　②刊行物発行・調査事業

　この補助金を活用し、５月13日（水）「小城市男女共同参画ネッ
トワーク」の主催で出前講座が行われました。

を活用ください。
　地域及び団体で男女共同を進める事業（女性のチャレンジ・
男性の家事参加・DV啓発など）に対し助成を行っています。

～男女共同参画で住みよい社会を～
　講師：山下史眞子（しまこ）さん
　宿古賀公民館（老人会定例会）にて

【申込み・問合せ】　企画課　市民協働推進係
（牛津庁舎）担当　山下・熊谷　☎63-8803

　

５
月　

日
、
市
職
員
を
対
象
に

２０

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
職
場
で

の
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

九
州
で
も
す
で
に
発
生
し
拡
大

傾
向
に
あ
る
た
め
、
県
内
へ
の
感

染
拡
大
に
つ
い
て
も
注
意
が
必
要

で
す
。

　

今
回
の
研
修
の
目
的
は
、
職
員

が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染

せ
ず
、
市
役
所
の
仕
事
が
滞
る
こ

と
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

内
容
は
、
感
染
予
防
の
た
め
の

基
礎
知
識
や
実
際
の
マ
ス
ク
の
着

脱
方
法
、
手
指
消
毒
の
方
法
、
職

場
の
消
毒
、
防
護
服
の
着
脱
の
方

法
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
弱
毒
性
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
強
毒
性

が
流
行
し
た
場
合
も
想
定
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
感
染
を
拡
大
し
な
い
た

め
の
方
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
の

で
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
及
び
市
か
ら

の
防
災
無
線
な
ど
の
お
知
ら
せ
に

は
注
意
し
て
い
た
だ
き
、
感
染
予

防
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

健
康
増
進
課

　

母
子
保
健
係

　

担
当　

島
ノ
江

　

☎　

−

８
８
２
２

７３

小
城
市
職
員
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を　
 

実
施
し
て
い
ま
す
！　
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◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
？

　

財
団
法
人　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行
っ
て
い
る

事
業
の
こ
と
で
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
種
類

　
（
平
成　

年
度
要
綱
に
基
づ
き
記
載
）

２１

　

助
成
事
業
は
お
祭
り
等
地
域
の
行
事
や

緑
化
推
進
、
防
災
組
織
育
成
な
ど
５
つ
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（１）

助
成
事
業

　

緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（２）

助
成
事
業

　

自
主
防
災
組
織
育
成

（３）

助
成
事
業

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（４）

助
成
事
業

　

青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

（５）

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
例

　

私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 

　

※
現
時
点
で
は
、
平
成　

年
度
事
業
に

２２

つ
い
て
、
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
か
は
未

定
で
す
が
、
例
年
９
月
に
助
成
内
容
が
決

定
さ
れ
、
市
に
照
会
が
あ
り
ま
す
。　

月
１０

中
に
は
市
で
取
り
ま
と
め
、
県
（　

月
初

１１

旬
締
め
切
り
）
へ
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

助
成
内
容
が
決
定
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

事
業
を
計
画
さ
れ
る
場
合
は
、
早
目
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
企
画
課　

市
民
協
働
推
進
係

　

担
当　

山
下
・
森
永

　

☎　

−

８
８
０
３

６３

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

　
　
　
　
　

ご
紹
介
し
ま
す
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

　
　
　
　
　

ご
紹
介
し
ま
す
！

このマークが目印です

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

　
　
　
　
　

ご
紹
介
し
ま
す
！

平成１８年度　一般コミュニティ助成事業
調整池広場整備【牛津町天満町】

平成１９年度　一般コミュニティ助成事業
太鼓購入【小城太鼓】

平成１９年度　コミュニティセンター助成事業
コミュニティセンター新築【小城町ニ瀬川区】

犬の飼い主の皆様へ…

狂犬病予防注射はお済みですか？
　狂犬病予防注射は、法律で生後91日以上の犬は

毎年１回必ず受けることになっています。犬の飼

い主の方は、動物病院等で狂犬病の予防注射を受

けさせましょう！
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ＣＳＯ市民活動センター

ようこそ

連絡先場　所会場名

小城公民館　　緯７３－３２１５小城公民館（３階ホール）小城会場

三日月公民館　緯７２－１６１６小城市生涯学習センター （ドゥイング三日月多目的ホール）三日月会場

牛津公民館　　緯６３－８８１３小城市　議会棟 （議場）牛津会場

芦刈公民館　　緯６３－８８３５芦刈農村環境改善センター （多目的ホール）芦刈会場

平成２２年小城市成人式は、下記の４会場で開催します。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式のののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
１．日　時　平成２２年１月１０日（日）　１２時受付開始　１２時３０分開式　
２．対象者　新成人者（平成元年４月２日～平成２年４月１日生まれの人）

　市では、成人式の企画運営委員を募集しています。
　一生に一度の成人式です。新成人のみなさん、自分達の手で企画運営
をして、素晴らしい思い出となる成人式をつくりませんか！！
　多くの方の応募をお待ちしています！！
※応募や詳しい内容については、各公民館にお気軽にお問合せください。

成人式
企画運営委員
大募集！！

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリサササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイクククククククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業にににににににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
　ＣＳＯ市民活動センター｢ようこそ｣では､『入れ歯リサイクル事業』を実施しています｡回収箱を設置してい
ますので、皆さんのご支援とご協力をお願いします｡
【回収箱設置場所】
　小城市役所各庁舎（４カ所）､各保健福祉センター（４カ所）　　計８カ所

～どんな取り組みですか？～

　不要になった入れ歯に使われている金属をリ
サイクル資源として回収し､その収益金を日本ユ
ニセフ協会を通じて世界中の恵まれない子ども
たちへの支援に役立てます。

～入れ歯一つでどんな援助が
できるの？～【参考】

・暖かく寝るための毛布なら…６枚
・１０リットル貯水容器なら…３個
・HIV／エイズ簡易検査セットなら…３２セット
・マラリアから身を守る蚊帳なら…３張り
・予防接種をする注射器の針なら…２００人分
・勉強するための鉛筆とノートなら…４８人分

～市民の皆さんへお願い～
回収箱に投入される際は､以下のご協力をお願いします｡
　①汚れを落とし､熱湯か入れ歯洗浄剤で消毒する｡
　②新聞広告などの厚手の紙で包み､ビニール袋に入れる｡

【問合せ】
　ＣＳＯ市民活動センター｢ようこそ｣　☎７２－３５６６　E-mail：youkoso@ec6.technowave.ne.jp
　企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）　担当　森永　☎６３－８８０３

設置される回収箱
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市
税
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

市
で
は
、
夜
間
相
談
窓
口
の
設
置

や
差
押
え
の
強
化
に
よ
り
滞
納
整

理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
滞

納
額
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
健
全
な
財
政
を
確
保

す
る
た
め
、
県
と
共
同
し
一
層
の

滞
納
整
理
に
取
り
組
む
組
織
「
佐

賀
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
」
を
発

足
し
ま
し
た
。

業
務
内
容

　

市
で
は
、
滞
納
の
あ
る
方
に
、

督
促
状
、
催
告
状
、
電
話
、
訪
問

な
ど
で
再
三
に
わ
た
り
納
付
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
何

の
相
談
も
な
く
完
納
に
至
ら
な
い

場
合
は
、
機
構
に
滞
納
整
理
を
引

き
継
ぎ
ま
す
。

　

機
構
で
は
、「
差
押
等
の
滞
納

処
分
を
前
提
と
し
た
滞
納
整
理
の

促
進
」
等
を
基
本
方
針
と
し
処
分

を
行
い
ま
す
。

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
る
財
産

　

不
動
産
（
家
屋
や
土
地
等
）
や

動
産
（
自
動
車
や
家
電
製
品
、
骨

董
品
等
）、
債
権
（
給
料
、
預
貯
金
、

売
掛
金
等
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

納
税
は
納
期
内
納
付
が
原
則
で
す
。

【
６
月　

日
（
火
）
納
期
限
】

３０

　

市
・
県
民
税　
　
　
　

１
期

　

国
民
健
康
保
険
税　
　

１
期

６
月
の
夜
間
納
税
相
談 

窓
口
の
お
知
ら
せ　
　

　

仕
事
な
ど
で
納
付
が
困
難
な
方

や
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
何
ら
か
の
理
由
で
支
払

い
が
困
難
、
遅
れ
る
な
ど
の
ご
相

談
も
受
付
け
ま
す
。
電
話
で
の
ご

相
談
も
受
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
６
月
開
設
日
】

　

６
月　

日
、　

日
（
木
）

１１

２５

【
時
間
】

　
　

時　

分
～　

時

１７

３０

２０

【
開
設
場
所
】

　

税
務
課
窓
口

（
小
城
庁
舎
１
階 
正
面
玄
関
左
）

市
税
・
国
民
健
康
保
険 

税
の
納
付
は
安
心
・
便 

利
な
口
座
振
替
を
ご
利 

用
く
だ
さ
い
！　
　
　

◇
口
座
振
替
が
で
き
る
税
金

　

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民

健
康
保
険
税

◇
口
座
振
替
が
で
き
る
指
定
金
融

機
関・

佐
賀
銀
行

・
佐
賀
共
栄
銀
行

・
九
州
労
働
金
庫

・
佐
賀
東
信
用
組
合

・
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合

・
佐
賀
県
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会

・
九
州
管
内
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
　
（
沖
縄
県
を
除
く
）

◇
申
し
込
み
方
法

▽
申
込
場
所

・
口
座
の
あ
る
市
内
に
あ
る
全

て
の
金
融
機
関
又
は
ゆ
う

ち
ょ
銀
行

　

・
税
務
課
（
小
城
庁
舎
）

　

・
総
合
窓
口
係
（
各
庁
舎
）

▽
必
要
な
も
の

　

・
預
（
貯
）
金
通
帳

　

・
通
帳
の
お
届
け
印

※
お
申
し
込
み
を
さ
れ
て
か
ら
振

替
ま
で
の
手
続
き
に
、
一
ヶ
月
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。
手
続
き
を
さ
れ

た
翌
月
末
か
ら
の
振
替
開
始
と
な

り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
税
務
課

　

収
納
対
策
係
（
小
城
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
１
０

７３

 

事
業
所
・
企
業
の
皆
様
へ　
　
 

「
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！　
　

　
「
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
」は
、

事
業
所
及
び
企
業
の
活
動
状
態
を

調
査
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
産

業
分
野
に
お
け
る
経
済
構
造
を
明

ら
か
に
し
、
各
種
統
計
調
査
の
基

礎
と
な
る
情
報
を
整
備
す
る
た
め

の
重
要
な
も
の
で
す
。
そ
の
調
査

結
果
は
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

◆
調
査
の
時
期

平
成　

年
７
月
１
日
現
在
で
行
わ

２１

れ
ま
す
。

◆
調
査
の
対
象

全
て
の
事
業
所
及
び
企
業
が
対
象

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

と
な
り
ま
す
。

◆
調
査
の
方
法

　

佐
賀
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た

統
計
調
査
員
が
、
６
月
下
旬
か
ら

訪
問
し
ま
す
。

調
査
し
た
内
容
は
、
統
計
資
料

を
作
成
す
る
た
め
だ
け
に
使
用

し
ま
す
。
正
確
な
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】　

企
画
課

　

企
画
振
興
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

山
口

　

☎　

−

８
８
０
３

６３

平
成　

年
４
月
１
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

２１

「
佐
賀
県
滞
納
整
理
推
進
機
構
」
が
発
足

　

税
の
お
知
ら
せ

●

●

●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

県
経
営
支
援
本
部
長
と
小
城
市
副
市
長
に

よ
る
看
板
設
置

●

●

●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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一
日
人
間
ド
ッ
ク
の　
　
 

　
　
　
　
　

ご
案
内

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
及
び
疾
病
の
早
期
発

見
を
目
指
す
た
め
、
検
査
費
用
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
資
格
要
件

　
（
全
て
に
該
当
す
る
方
）

・
検
査
日
に
お
い
て
、
国
民
健
康

保
険
の
加
入
期
間
が
１
年
以
上

の
方

・　

歳
以
上
～　

歳
ま
で
の
方

３０

７４

・
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
な
い
方

・
国
民
健
康
保
険
税
を
全
て
納
入

さ
れ
て
い
る
方

・
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
方

◎
検
査
内
容

　

視
力
、
聴
力
、
身
体
計
測
、
血

圧
、
検
尿
、
血
液
検
査
、
検
便
、

心
電
図
、
腹
部
超
音
波
、
胸
部
X

線
、
胃
透
視
、
診
察

◎
実
施
期
間　

　

平
成　

年
２
月
末
日
ま
で
。

２２

◎
費
用　

　

３
万
４
、
５
０
０
円
の
う
ち
、

２
万
７
、
５
０
０
円
を
助
成
。

（
個
人
負
担
は
７
千
円
）

◎
受
診
医
療
機
関

　

市
内　

か
所
の
指
定
医
療
機
関

１７

◎
定
員　

１
５
０
人

◎
申
込
み
方
法

　

国
保
年
金
課
ま
で
印
鑑
と
特
定

健
診
の
受
診
券
（
藤
色
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

国
保
年
金
課　

国
保
年
金
係　

　
（
小
城
庁
舎
）
担
当　

松
尾　

　

☎　

−

８
８
０
２

７３
定
員
制
の
検
診
の　
　
 

　

ご
予
約
は
お
早
目
に

　

６
月　

日
（
木
）
～　

日
（
金
）

１１

１９

に
か
け
て
の
９
日
間
、
牛
津
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ア
イ
ル
」
で
、

特
定
健
診
と
が
ん
検
診
同
時
実
施

の
総
合
健
診
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
６
月
の
月
間
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
約
（
電
話
）
が
必
要
な
検
診

・
乳
が
ん
検
診

・
歯
周
疾
患
検
診

・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

健
康
増
進
課　

保
健
予
防
係　

　
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

今
泉
・
松
尾

　

☎　

−

８
８
２
２

７３

供
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
僑　 

母
子
保
健
推
進
員
で
す

　

市
に
は
、　

人
の
母
子
保
健
推

６６

進
員
が
い
ま
す
。
活
動
と
し
て
は
、

年
５
回
の
会
議
や
研
修
会
を
通
し

て
子
ど
も
の
こ
と
や
子
育
て
に
つ

い
て
の
知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
診
の
呼
び
か
け
や
子

育
て
中
の
皆
さ
ん
の
話
し
相
手
と

し
て
各
家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

生
後
４
か
月
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん

に
は
、
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

持
っ
て
訪
問
し
ま
す
。
訪
問
の
際

に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
心
配
事

や
悩
み
事
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
健
康
増
進
課　

　

母
子
保
健
係　

担
当　

島
ノ
江

　
（
三
日
月
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
２
２ 

７３

粗
大
ご
み
回
収
を
ご
利 

用
く
だ
さ
い
！　
　
　

　

処
分
に
困
っ
て
い
る
家
具
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
対
象
の
粗
大
ご
み　

指
定
袋
に

入
ら
な
い
ご
み
及
び
、
も
え
な
い

ご
み
コ
ン
テ
ナ
に
入
ら
な
い
ご
み

や
家
具
、
寝
具
な
ど
。

②
受
付
場
所　

環
境
課
（
小
城
庁

舎
内
）
や
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
係
。

※
受
付
時
間
は
平
日
の
８
時　

分
３０

～　

時
。

１７
③
手
数
料
の
納
付　

粗
大
ご
み
１

つ
に
つ
き
５
０
０
円
を
窓
口
で
事

前
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④
収
集
日　

収
集
は
原
則
的
に
、

申
込
の
翌
週
の
木
曜
日
で
す
。

（
電
話
に
て
事
前
に
連
絡
し
ま
す
）

⑤
収
集
日
当
日　

粗
大
ご
み
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け
た
あ
と
、

電
話
で
確
認
し
た
収
集
場
所
に
出

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

～
ご
注
意
く
だ
さ
い
～

○
家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、
エ
ア

コ
ン
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、

冷
蔵
・
冷
凍
庫
）
や
パ
ソ
コ
ン
は

収
集
し
ま
せ
ん
。
○
処
理
困
難
物

（
小
城
市
ご
み
分
別
カ
レ
ン
ダ
ー

Ｈ　

年
度
版
Ｐ　

に
掲
載
）
は
、

２１

１５

収
集
で
き
ま
せ
ん
。
○
事
業
所
の

粗
大
ご
み
は
、
申
込
で
き
ま
せ
ん
。

○
２
段
に
わ
か
れ
る
タ
ン
ス
や
イ

ス
・
ソ
フ
ァ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ

個
々
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。
○
人

力
（
２
人
）
で
運
べ
な
い
も
の
は
、

収
集
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
環
境
課　

　

廃
棄
物
対
策
係（
小
城
庁
舎
）　

　

担
当　

田
中
・
川
崎　
　

　

☎　

−

８
８
０
３　

７３

　

歳
以
上
の
方
へ　
　
 

７５後
期
高
齢
者（
長
寿
）医 

療
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

６
月
に
平
成　

年
中
の
所
得
が

２０

確
定
し
ま
す
の
で
、
そ
の
所
得
を

も
と
に
平
成　

年
度
後
期
高
齢
者

２１

（
長
寿
）医
療
保
険
料
が
決
定
さ
れ

ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
か
た
は
、
納
付

書
・
口
座
振
替
で
納
付
す
る
『
普

通
徴
収
』
と
年
金
か
ら
天
引
き
の

『
特
別
徴
収
』で
納
付
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

６
月
中
旬
に
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
決
定
通
知
書
及
び
納
入
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　
（
小
城
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
０
２

７３
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対
象
①

　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

６５者
又
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
か

つ
所
得
税
が
非
課
税
の
世
帯
。

申
請
に
つ
い
て

購
入
前
に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
後
日
、
訪
問
調
査
を
行
い

申
請
の
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

給
付
基
準

『
火
災
警
報
器
』
は
１
５
、
５
０
０

円
ま
で
。（
１
世
帯
あ
た
り
２
台

ま
で
）

【
問
合
せ
】
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
係　
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

村
岡

　

☎　

−

８
８
２
０

７３

 

対
象
②

知
的
障
害
者
・
児
と
判
定
さ
れ
障

害
の
程
度
が
重
度
又
は
最
重
度
で

あ
る
方
。
ま
た
身
体
障
害
者
手
帳

等
級
が
２
級
以
上
の
障
害
者
・
児

及
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
交
付
を
受
け
た
方
（
火
災

発
生
の
感
知
及
び
避
難
が
著
し
く

困
難
な
方
の
み
の
世
帯
）。

申
請
に
つ
い
て

購
入
前
に
お
持
ち
の
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
と
、
商
品
の

見
積
書
・
カ
タ
ロ
グ
、
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

給
付
基
準

『
火
災
警
報
器
』
は
１
５
、
５
０
０

円
ま
で
（
１
世
帯
あ
た
り
２
台
ま

で
）。『
自
動
消
火
器
』
は
２
８
、

７
０
０
円
ま
で
。

※
原
則
、
１
割
の
自
己
負
担
が
あ

り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
係（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

嘉
村　
　

　

☎　

−

８
８
２
０　

７３

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

浴
衣
の
着
付
け

　

浴
衣
の
着
方
を
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
。

　

簡
単
ふ
ろ
し
き
バ
ッ
ク
の
作
り

方
講
座
も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時　

　

６
月　

日
・
７
月
１
日
（
水
）

２４

　
　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

※
２
週
続
け
て
の
講
座
で
す
。

◆
場
所　

　

牛
津
公
民
館 
第
４
・
５
研
修
室

◆
応
募
締
切　

６
月　

日（
月
）　

２２

◆
参
加
費　

無
料

【
問
合
せ
】
牛
津
公
民
館　

　

☎　

−

８
８
１
３　

６３～
人
権
の
ま
ど
～

「
我
が
家
の
人
権
は
？
」

　

小
城
市
社
会
教
育
指
導
員

松
島　

政
治

　
「
お
ー
い
お
茶
」清
涼
飲
料
水
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
以
前
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を

私
も
口
走
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

妻
に
対
し
て
「
お
ま
え
」
と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
が
、
パ
ー
ト

ナ
ー
の
心
を
傷
つ
け
て
い
る
と
し

た
ら
？
し
か
し
、
当
時
の
私
は
そ

の
こ
と
に
気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、　

年
ほ
ど
前
、
娘
が
結

１０

婚
す
る
と
き
、「
嫁
に
や
る
」
と
か

「
嫁
に
も
ら
う
」と
か
ま
る
で
物
を

や
り
と
り
す
る
よ
う
な
言
葉
を
何

気
な
く
使
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
言
葉
は
、
典
型
的
な
女
性
蔑

視
の
言
葉
で
す
。

　

私
の
好
き
な
言
葉
の
一
つ
に

「
幾
千
万
人
の
子
に
、
幾
千
万
人

の
母
あ
れ
、
我
が
母
に
勝
る
母
な

し
」
と
い
う
女
性
を
敬
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
慈
母
像
の
下
に
小
さ

く
刻
ま
れ
た
こ
の
言
葉
を
発
見
し

た
と
き
、
私
は
献
身
的
な
母
の
愛

を
思
い
出
す
と
同
時
に
、
妻
に
対

し
て
敬
愛
の
念
を
抱
き
ま
し
た
。

　

こ
の
世
に
は
、
男
性
と
女
性
し

か
存
在
し
ま
せ
ん
。
互
い
に
信
頼

し
敬
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら

ば
、
素
晴
ら
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
人
生
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
こ
に
は
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

な
ど
入
り
込
む
余
地
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
日
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で

い
る
人
に
対
し
て
は
、
つ
い
甘
え

で
相
手
の
気
持
ち
を
無
視
し
た
言

葉
遣
い
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

３
年
ほ
ど
前
、
人
権
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
い
た
妻
に
対
し
て

「
お
ー
い
、
お
茶
」
と
言
っ
た
と
こ

ろ
、
妻
か
ら
「
我
が
家
の
人
権

は
？
」
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
今
パ
ー

ト
ナ
ー
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
か
。

お
詫
び
と
訂
正

　
「
市
報
お
ぎ
」５
月　

日
号
に
２

２０

か
所
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
４
Ｐ
「
本
庁
舎
増
改
築
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
」

　
「
こ
れ
ま
で
の
経
緯
」の
本
文
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
市
説
会
定
例
会

←

（
正
）
市
議
会
定
例
会

　
◆
６
Ｐ
「
小
城
市
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」

　
「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用

料
が
減
免
に
な
り
ま
す
」
の
対
象

者
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
特
定
疾
病
手
帳

←

（
正
）
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
・

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

　

こ
こ
に
訂
正
す
る
と
と
も
に
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成　

年
５
月
末
ま
で
に
全
住
宅
に

２３
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
を
狙
っ
た
訪
問
販
売
に
は
ご
注
意
を
！

市
で
は
対
象
の
方
に
火
災
警

報
器
の
補
助
ま
た
は
給
付
を

行
っ
て
い
ま
す
！
※
購
入
前

に
申
請
が
必
要
で
す
！
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糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖
尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
はははははははははははははははははははは

糖
尿
病
は　
　
　
　
　
 

なななななななななななななななななななな
ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ
ここここここここここここここここここここ
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
のののののののののののののののののののの
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

　

な
ぜ
こ
わ
い
の
か
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

小
城
市
民
病
院　

糖
尿
病
療
養
指
導
士

江
頭　

早
苗

〈
全
身
に
起
こ
る
糖
尿
病
の
合
併
症
〉

　

高
血
糖
の
状
態
を
長
く
放
っ
て
お
く

と
、
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起

こ
っ
て
き
ま
す
。
糖
尿
病
の
合
併
症
に

は
、
細
小
血
管
障
害
、
大
血
管
障
害
が

あ
り
ま
す
。
合
併
症
が
進
展
す
る
と
生

活
に
支
障
を
き
た
す
重
大
な
状
態
に
な

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
又
血

糖
値
の
高
い
状
態
が
続
く
と
白
血
球
の

働
き
が
鈍
り
体
の
免
疫
力
が
低
下
し
て

細
菌
に
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

＊
糖
尿
病
神
経
障
害
（
早
期
か
ら
出
現

し
頻
度
も
多
い
が
軽
視
さ
れ
や
す
く

発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が
多
い
）
症

状
：
足
裏
、
足
先
に
自
覚
症
状
（
し

び
れ
、
疼
痛
、
感
覚
低
下
、
感
覚
異

常
、
な
ど
）

＊
糖
尿
病
網
膜
症
（
糖
尿
病
網
膜
症
は
、

失
明
の
原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
初
期
の
段
階
で
あ
れ
ば
血
糖

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
進
行
を
く
い

と
め
る
事
が
で
き
ま
す
。
）

＊
糖
尿
病
性
腎
症
（
腎
障
害
が
進
行
し

て
腎
不
全
に
な
る
と
尿
が
つ
く
れ
な

く
な
り
、
体
内
に
水
分
や
老
廃
物
が

た
ま
っ
て
、
尿
毒
症
に
な
り
ま
す
。

生
命
に
も
か
か
わ
る
危
険
な
状
態
で

す
。
）

＊
動
脈
硬
化
症
（
血
液
中
の
脂
質
が
高

い
と
動
脈
に
血
の
固
ま
り
が
で
き
た

り
血
の
通
り
道
が
狭
く
な
っ
て
血
圧

も
上
が
り
ま
す
。
動
脈
が
詰
ま
っ
て

し
ま
う
と
心
臓
・
脳
・
手
足
に
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
、
死
に
至
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

＊
感
染
症
（
血
糖
値
の
高
い
状
態
が
続

く
と
、
白
血
球
の
働
き
が
鈍
り
、
体

の
免
疫
力
が
低
下
し
て
、
細
菌
に
感

染
し
や
す
く
な
り
ま
す
）

〈
糖
尿
病
合
併
症
の
予
防
対
策
〉

　

血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
基
本
で
す
。

食
事
療
法
を
守
り
、
太
ら
な
い
こ
と
。

禁
煙
・
禁
酒
。
肉
よ
り
魚
を
多
く
食
べ

る
こ
と
や
、
食
物
繊
維
を
取
る
こ
と

（
野
菜
・
海
藻
・
キ
ノ
コ
）
も
大
切
で

す
。
適
度
に
運
動
を
行
い
、
血
圧
も
出

来
る
だ
け
正
常
に
保
ち
ま
す
。

　

自
分
の
合
併
症
の
有
無
、
程
度
は

知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
検

査
は
進
ん
で
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◎
合
併
症
は
、
高
血
糖
状
態
を
放
置
し

て
お
く
と
起
こ
り
ま
す
。
血
糖
を
き
ち

ん
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
れ
ば
、
健

康
的
な
生
活
が
送
れ
ま
す
。

時間外受診をされる方へ
　急病等での時間外受診の場合は、必ず電話で宿日直医師の担当診療科をお問合せください。　専門
外の疾病の場合は、診察できませんのでご了承ください。　
【問合せ】小城市民病院　緯７３－２１６１　　ホームページ・アドレス　http://www.ogishimin-hp.jp/

小城市民病院　外来診療担当医表　（平成２１年６月１日現在）　　　　　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

外科
金木水火月
持永三宅持永三宅持永午前
三宅持永休    診持永三宅午後

※手術が行われる日につきましては、午後の診療を休診とさせて頂きます。

産婦人科　受付時間：午前・７時～１１時３０分　午後・１２時３０分～１６時
金木水火月
松尾松尾松尾松尾松尾午前
松尾福田休    診松尾松尾午後

松尾夕方診療
※火曜日　１７時３０分～１９時まで夕方診療を行っています。 
※手術が行われる日につきましては、午後の診療を休診とさせて頂きます。

脳外科
金木水火月

休    診舟木午後

内科
金木水火月
尾形佐藤（肝）相原尾形尾形予約

午
前

福山黄菅黄菅
相原中村黄菅加藤新患

田中循環器
高橋呼吸器

富樫（隔週）リウマチ
河口肝臓

菅相原休    診福山黄予約午
後 菅相原休    診福山黄新患

担当医自由診療
※火曜日　１７時３０分～１９時まで自由診療を行っています。（薄毛・ＥＤ） 泌尿器科　受付時間：午前７時～１１時３０分

金木水火月
休 　   診午前

高木佐賀大学より午後
※泌尿器科は４月より火曜日と木曜日の午後のみの診療となっています。

小児科　受付時間：午前７時～１１時３０分
金木水火月

佐賀大学より佐賀大学より佐賀大学より佐賀大学より佐賀大学より午前
休 　   診午後

診療時間　午前８時３０分から１２時３０分まで（受付は１１時３０分まで）
　　　　　午後２時から４時まで（受付は午後４時まで）

担当医、診療時間が変更になっており
ます。ご注意ください。　　　　　　

　＊１６時以降に受診を希望される方は、あらかじめお電話で診察可能かどうかをお問い合わせください。
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４
月　

日
（
土
）、
市
生
涯
学
習

２５

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
約
３
５
０

名
の
ご
遺
族
が
参
列
し
、「
小
城

市
戦
没
者
追
悼
式
」
が
行
わ
れ
、

小
城
市
出
身
で
先
の
戦
役
戦
争
で

亡
く
な
ら
れ
た
１
、
０
５
６
名
の

御
霊
へ
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
出
席
者
全
員
に
よ
る

黙
祷
に
続
き
江
里
口
市
長
が
世
界

の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
、
住
み
よ

い
社
会
実
現
の
た
め
の
誓
い
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
参
列

者
が
祭
壇
に
献
花
を
行
い
、
静
か

に
手
を
合
わ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
佐
賀
の
役
で
戦

死
さ
れ
た
小
城
藩
士　

名
の
献
花

１３

式
も
小
城
公
園
の
甲
戌
烈
士
碑
前

で
行
わ
れ
、
ご
遺
族
に
よ
る
献
花

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

平
成　

年
度

２１

　
　

戦
没
者
追
悼
式

　

今
年
度
の
県
政
功
労
者
に
小
城

市
か
ら
、
地
方
自
治
分
野
で 
原  
口 
は
ら 
ぐ
ち

 
太  
一  
郎 
さ
ん
（
牛
津
町
）
、
治
安

た 

い
ち 
ろ
う

維
持
分
野
で 
藤  
田  
輝  
雄 
さ
ん
（
同

ふ
じ 

た 

て
る 

お

町
）
の
お
二
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

原
口
さ
ん
は
、
昭
和　

年　

月

４４

１０

か
ら
６
期　

年
の
永
き
に
わ
た
り

２４

牛
津
町
議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ

れ
、
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
藤
田
さ
ん
は
地
域
住
民

の
交
通
安
全
の
た
め
に
永
年
活
動

さ
れ
、
小
城
地
区
交
通
安
全
協
会

会
長
（
今
年
で
３
年
目
）
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
県
政
功
労
者
は
、
地
方
自
治
や

産
業
、
教
育
な
ど
の
各
分
野
で
地

道
な
活
動
を
続
け
て
き
た
個
人
や

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

 

県
政
功
労
者

　

小
城
市
か
ら

２
名
表
彰

　

５
月　

日
（
月
）
、
牛
津
中
学

２５

校
の
１
年
生
が
、
牧
瀬 
和  
浩 
さ
ん

か
ず 
ひ
ろ

の
提
供
す
る
近
く
の
畑
で
約　

種
１０

類
の
野
菜
を
定
植
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
農
協
の
船
津

 
茂 
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

し
げ
る

川
か
ら
水
を
汲
ん
だ
り
、
麦
わ
ら

を
運
ん
だ
り
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
「
麦
わ
ら
の

す
き
込
み
」
に
も
挑
戦
し
、
野
菜

の
特
性
に
応
じ
て
、
麦
わ
ら
の
置

き
方
を
工
夫
。
体
験
し
た
生
徒
は
、

「
ど
ん
な
風
に
育
つ
の
か
楽
し

み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　  

牛
津
中
学
校
の
１

年
生
野
菜
づ
く
り

を
体
験

　

５
月　

日
（
土
）
、
牛
津
小
学

２３

校
で
津
の
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
牛

津
町
）
の
開
講
式
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
と
保
護
者
約
１
６
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
開
講
式
後
は
各

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
や
な
す
び
ハ
ウ
ス
で
の
作
業

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

※
津
の
里
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
地

域
の
大
人
が
指
導
者
と
な
り
、
隔

週
土
曜
日
に
様
々
な
体
験
活
動
を

行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

牛
津
中
学
校
、
牛
津
高
校
の
生

徒
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

 

津
の
里
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
は
じ
ま
り

ま
し
た

市長を表敬訪問された
藤田輝雄さん
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小
城
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
西
岡 
久  
富  
美 
会
長
）

ひ 

ふ 

み

の
総
会
が
５
月
９
日
（
土
）
小

城
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
目
的

と
し
て
設
立
さ
れ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
今
年
で
４
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
西
岡
会
長
が

「
男
女
を
問
わ
ず
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
輪
を
広
げ
た
い
」
と
語
り
、

啓
発
講
座
の
開
催
や
、
市
民
の

意
識
を
図
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
事
業
計
画
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

※
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
…

互
い
を
認
め
あ
い
、
尊
重
し
つ

つ
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
を
言
い
ま

す
。

 

第　

回
乙
宮
神
社
奉

１９
納
子
ど
も
相
撲
大
会

　

５
月
１
日
（
金
）
、
乙
宮
神

社
（
芦
刈
町
芦
溝
）
で
、
奉
納

子
ど
も
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
相
撲
大
会
は
、
五
穀
豊

穣
祈
願
の
奉
納
相
撲
で
、
昔
は
、

お
祭
り
の
こ
と
を
「
お
ん
だ

み
ゃ
ー
（
御
田
祭
）
」
と
い
っ

て
親
し
み
、
夏
の
「
島
詣
り
」

と
並
び
年
中
行
事
と
し
て
楽
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
学
３
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で　

名
が
参
加

４５

し
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
試
合

に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

○
大
会
結
果
報
告

【
団
体
戦
】

　

優　

勝　

牛
王
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

芦
溝
Ａ
チ
ー
ム

【
個
人
戦　

優
勝
者
】

　

小
学
３
年
生　
 
辻 　
　
 
龍  
汰 

つ
じ 

り
ゅ
う 
た

　

小
学
４
年
生　
 
山  
田 　
 
駿  
汰 

や
ま 

だ 

し
ゅ
ん 
た

　

小
学
５
年
生　
 
松  
枝 　
 
正  
基 

ま
つ 
え
だ 

ま
さ 

き

　

小
学
６
年
生　
 
南  
里 　
 
方  
紀 

な
ん 

り 

ま
さ 

き

　

中
学
１
年
生　
 
太  
郎  
丸  
裕  
平 

た 

ろ
う 
ま
る 
ゆ
う 
へ
い

　

中
学
２
・
３
年
生
 
南  
里 　
 
方  
哉 

な
ん 

り 

ま
さ 

や

　

４
月　

日
（
土
）
、　

日

２５

２６

（
日
）
に
第　

回
佐
賀
県
中
学

１９

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

が
、
佐
賀
市
の
城
北
中
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
「
三
日
月
中

学
校
」
男
子
チ
ー
ム
が
、
全
勝

で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

吉
田 
泰  
樹 
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、

た
い 

き

「
こ
の
大
会
の
優
勝
を
ス
テ
ッ

プ
に
し
て
、
次
の
大
会
で
は
、

初
の
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
に
感
動

を
与
え
ら
れ
る
試
合
を
し
ま

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
大
会
は
、
７
月　

日
１８

（
土
）
、　

日
（
日
）
に
開
催

１９

予
定
で
市
か
ら
は
三
日
月
中
、

小
城
中
、
牛
津
中
の
３
校
が
出

場
予
定
で
す
。

　

５
月　

日
（
木
）、
岩
松
小
学

１４

校
の
全
校
生
徒
２
７
０
人
で
祇

園
川
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
汗
を
流
し
な

が
ら
、
川
岸
や
川
の
中
の
ゴ
ミ

を
一
生
懸
命
に
拾
っ
て
い
ま
し

た
。

　

岩
松
小
学
校
の
井
手
校
長
は

「
こ
の
清
掃
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
環
境
意
識
が
変

わ
り
ま
し
た
。
祇
園
川
を
大
事

に
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
笑
顔

で
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

袋
い
っ
ぱ
い
の
ゴ
ミ
に
子
ど

も
た
ち
は
誇
ら
し
げ
で
し
た
。

 

岩
松
小
学
校
で
祇
園

川
ク
リ
ー
ン
作
戦
！

　

４
月　

日
（
月
）、
有
明
海
漁

２７

協
芦
刈
支
所
遊
漁
船
ク
ラ
ブ
の

海
開
き
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約

　

人
で
海
の
安
全
を
祈
願
し
ま

２０し
た
。

　

遊
漁
船
ク
ラ
ブ
は
、
会
員　
１６

人
で
、
こ
れ
か
ら
８
月
ま
で
の

間
、
芦
刈
町
の
住
ノ
江
港
か
ら

出
港
し
、
有
明
海
沖
の
島
周
辺

で
ス
ズ
キ
釣
り
や
網
漁
体
験
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

料
金
な
ど
、
詳
し
い
こ
と
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
有
明
海
漁
協

　

芦
刈
支
所

　

☎　

−

１
２
２
５

６６

 

遊
漁
船
ク
ラ
ブ

海
開
き

 

三
日
月
中
男
子 

　

チ
ー
ム
優
勝
お
め

　

で
と
う
！

 
共
に
認
め
あ
い
支
え
あ
う
…

　

「
小
城
市
男
女
共

　

同
参
画
ネ
ッ
ト 

　

ワ
ー
ク
」
総
会
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平成２１年度　
狩猟免許試験実施のお知らせ

【第１回　７月８日（水）】
　試験区分：あみ猟、わな猟
　◆試験会場　有明公民館　
　◆申込期限　６月２４日（水）
【第２回　７月１６日（木）】
　試験区分：あみ猟、わな猟、第一種・第二種銃猟
　◆試験会場　佐賀県射撃研修センター　
　◆申込期限　７月２日（木）
【第３回　８月２日（日）】　
　試験区分：あみ猟、わな猟、第一種・第二種銃猟
　◆試験会場　佐賀県射撃研修センター　
　◆申込期限　７月２１日（火）
【第４回　平成２２年１月３１日（日）】
　試験区分：あみ猟、わな猟
　◆試験会場　佐賀県射撃研修センター　
　◆申込期限　１月１８日（月）
　◆手数料　
　試験区分の一種類につき
　・狩猟免許を初めて取得する方　５，２００円
　・現在狩猟免許をお持ちの方　　３，９００円　

狩猟免許予備講習会
【第１回　７月５日（日）】
　免許種別：あみ猟、わな猟
　◆講習会会場　有明公民館　
　◆申込期限　６月１９日（金）
【第２回　７月１１日（土）】
　免許種別：第一種・第二種銃猟
　◆講習会会場　佐賀県射撃研修センター　
　◆申込期限　６月２９日（月）
【第３回　７月１２日（日）】　
　免許種別：あみ猟、わな猟
　◆講習会会場　佐賀県射撃研修センター
　◆申込期限　６月２９日（月）
　◆受講料　試験区分の一種類につき
　・狩猟免許を初めて取得する方　６，０００円
　・現在狩猟免許をお持ちの方　４，０００円
　　（半日受講）　
　◆テキスト代　２，０００円

【申込み】
　〒８４０－００２７　佐賀市本庄町本庄２７８番４号
　社団法人　佐賀県猟友会　☎26－6543
【問合せ】
　佐賀県　生産者支援課　☎25－7113
　小城市　農林水産課　　☎63－8820

若者自立支援セミナー
セミナー①　「職業ふれあいセミナー」
　～旅行会社への転進と今～

「中途社員の心得！」
◆講師　井上　修一　氏
　名鉄観光サービス㈱福岡支店　副支店長
◆日時　６月１８日（木）１４時～１６時

セミナー②　「自分みがきセミナー」
　～言葉で伝える自己ＰＲ～

　「自分らしさを表現しよう」
◆講師　渡辺　千穂　氏
　（有）プライム　キャリアカウンセラー
◆日時　６月２５日（木）１４時～１６時

※セミナー①、②ともに
・定員各３０名（先着順）
・受講料　無料
　
【問合せ・申込み・会場】
　（独）雇用・能力開発機構　佐賀センター
　（佐賀市兵庫町若宮、ＪＲ伊賀屋駅前）
　☎26－9498

くらしに役立つ消費生活講座開催
～消費生活相談員養成講座・初級～

　消費生活相談体制をさらに充実させるために、
消費生活相談員養成講座を開講いたします。消
費者問題を基礎から勉強してみませんか。
◆実施期間　
　平成２１年７月２８日～平成２２年２月２８日
◆実施回数
　講義　２４回
　実務研修・事例検討会・全体研修　２６回
◆会場　アバンセ、その他佐賀市内の会場、
　　　　県センター、県内市町の相談窓口
◆定員　２０人（予定）
◆費用　無料
◆申込締切日　６月３０日（火）　※必着
◆申込方法　下記までお問合せください。　　　

【申込み・問合せ】
　〒８４０－０８１５　佐賀市天神三丁目２－１１
　アバンセ３階　佐賀県消費生活センター内
　消費生活相談員の会さが「養成講座」係
　☎・思24－1009



情報

Consultation

各　種　相　談
時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎　月
第１火曜日

行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター

毎　月
第２火曜日

小城町　桜楽館毎　月
第３火曜日

牛津公民館毎　月
第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室

毎　月
第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室
毎　月
第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム

毎　月
第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室

毎　月
第３水曜日

１０：００～１５：００

小城町　桜楽館毎　月
第１水曜日

福祉の出張
巡回相談

三日月町
三日月庁舎

毎　月
第２水曜日

牛津町　アイル毎　月
第３水曜日

芦刈町　ひまわり毎　月
第４水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室

毎　週
月・水・金曜日

消費生活
相　　談
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人のうごき 人のうごき 
平成２１年５月１日現在（前月比）

46,450人
21,956人
24,494人
14,757　

人　口 

男 

女 

世帯数 

（－1）

（－2）

（＋1）

（＋26）

住民基本台帳 
にもとづく 

全国一斉「子どもの人権１１０番」
強化週間

◆開設日時　６月２９日（月）～７月３日（金）
　　　　　　８時３０分～１９時
　※６月２８日（日）・７月４日（土）は１０時～１７時
◆電話番号　０１２０－００７－１１０（フリーダイヤル）
◆内容　いじめ・虐待など、子どもの人権にかか
わる悩みごと、心配ごとなどの相談に応じま
す。相談内容についての秘密は固く守られま
すので、ひとりで悩まず、お気軽にご相談くだ
さい。
◆相談担当者　法務局職員、人権擁護委員
※強化週間以外も、☎０１２０－００７－１１０（フリーダ
イヤル）月～金曜日の８時３０分～１７時１５分（時
間外は留守電話）で対応しています。
【問合せ】佐賀地方法務局　人権擁護課
　　　　　☎26－2148

生活日本語支援ボランティア
養成講座受講生募集

◆開催日（全６回）　　
　６月１７日・２４日・７月１日・７月８日
　９月３０日・１１月１８日　全水曜日
◆時間　１０時～１５時（６月・７月）　
　　　　９時３０分～１１時３０分（９月・１１月）
◆場所　佐賀市　アバンセ
◆内容　プロの日本語教師の指導のもと外国の
方に、日本語を教えることを学びます。詳し
くはお問合せください。
◆参加費　６，０００円
◆申込期限　６月１２日（金）
※受講申込書を下記まで提出してください。
　以下からダウンロードもできます。
　http://www2.saganet.ne.jp/spira/
【問合せ・申込み】
　（財）佐賀県国際交流協会　担当（北御門）
　☎25－7921

母子家庭等を対象とした
ホームヘルパー養成講座受講生募集！
◆講座名　ホームヘルパー養成２級課程講座
◆対象者　母子家庭の母又は寡婦で、講習会修
　　　　　了後、就労を希望する方。
◆定員　２０名
◆期間　７月２３日（木）～８月２７日（木）の間の
　　　　１３０時間（土日は除く）
◆場所　佐賀県母子福祉センター・実習施設など
◆受講料　無料
◆教材費　実費（６，９００円程度）
◆応募方法
　応募用紙に必要事項を記入し、佐賀県母子福
祉センターに提出してください。
※応募用紙は市役所　小城庁舎こども課にもあ
ります。
◆応募締切日　６月２５日（木）必着
【応募・問合せ】
　（財）佐賀県母子寡婦福祉連合会
　〒８４０－００２１　佐賀市鬼丸町７番１８号
　事務局　佐賀県母子福祉センター内
　☎24－0064
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